
第６学年１組 総合的な学習の時間学習指導案
指導者 坂上 有紀
学習指導補助員 ○○ ○○(AT)

１ 単元名 「地域の人から夢を見つけよう」

２ 目 標
○ 自分のよさに気付くとともに，相手の立場に立って考え，発言したり，行動したりすることができ
る。 （人間関係形成能力）１

○ いろいろな職業や生き方，学校で学ぶことと社会・職業生活との関連を理解し，今しなければなら
ないことや，これからの生き方，進路を考えることができる。 （情報活用能力）２

○ 就きたい仕事やなりたいものなどの希望をもち，それを実現するための進路計画をまとめ，実行し
ようとする。 (将来設計能力) ３

○ 進路計画の実現に向け，自ら課題を考え，主体的に努力することができる。 （意思決定能力）４

＜キャリア教育の視点＞
１－①自分の長所や短所に気付き，自分らしさを発揮する。
１－②相手の立場に立って考え，発言したり，行動したりしようとする。
２－①いろいろな職業や生き方があることが分かる。
２－①自分に必要な情報を探し，活用する。
２－②見学や職場体験を通し，働くことの大切さや苦労が分かる。
２－②職業についての話や職場体験等を通し，学校で学ぶことと社会・職業生活との関連や，今しなけ

ればならないことが分かる。
３－①社会生活にはいろいろな役割があり，自分の役割を果たすことの大切さが分かる。
３－②就きたい仕事やなりたいものなどの希望をもち，実現するための計画をまとめ，実行しようとす

る。
４－①自分の興味・関心や適性を生かした職業を主体的に選択しようとする。
４－②将来の夢や希望をもち，実現するための生活や学習上の課題を見つけ，解決に向けて努力しよう

とする。

３ 単元について
児童は５年生までの総合的な学習の時間を通して，人とのつながりや地域とのかかわりの大切さを実

感してきた。今年度は自分や友達の家族，地域で働いている人々に目を向け，それらの人とのかかわり
の中から，いろいろな職業があることや働くことの意義や大切さ，生き方について学ばせたいと考えた。
そこから児童一人一人が将来の夢や希望を見つけ，それを叶えるためのこれからの目標を明らかにし，
自己を見つめ直すことができることを期待し，この単元を設定した。

キャリア教育の視点から考えると，職業や生き方についての話を聞いたり，職業体験や職場体験をし
たりするなど，様々な体験から学校で学ぶことと社会・職業生活との関連を理解し，前向きに自己の将
来に対する進路計画を立て，実現に向けて努力していく態度を養う一連の学習は，直接的に職業的発達
にかかわる諸能力を育成することができると考える。さらに，これらの一連の学習は，中学校でのキャ
リア教育の一環である職業体験学習につながる学習であると考える。
学びの質を高める学習支援の工夫として，調べ学習や体験的学習など，個人の学びの後には必ず意見

交流を設定し，いろいろなものの見方や考え方にふれ，児童一人一人の考えが深められるようにしてい
きたい。その際には，児童同士の学び合いがより深まるよう，話し合いの方法を工夫していく。
また，学校教育指導方針の「横断的・総合的な学習や探究的な学習としての充実」という努力事項を

踏まえて，児童の発達特性をとらえ，目標や内容に沿った適切かつ効果的な体験活動を工夫していきた
い。

４ 学習活動計画 （75時間扱い）
時 ね ら い 学 習 活 動 １ ２ ３ ４

1～ 8 ○いろいろな職業があることが分か ・「夢」「職業」から想像することをイメ ①
る。 ージマップに書く。

で ・イメージマップで広がった内容につい ①
てグループごとに話し合う。

・家族や地域の方にインタビューし，い ①
あ ろいろな職業について調べる。

・調べてきたことをグループで話し合 ①
う。

う 9～12 ○自分の興味・関心やよさを生かし， ・自分を見つめ直したり，家族や友達に ① ②
なりたい職業を選択しようとする。 インタビューしたりして，自分のよさ

について考える。
・自分の興味・関心やよさを生かして， ①
なりたい職業を決定する。



13～22 ○家族へのインタビューや様々な職業 ・自分の家族に，職業の仕事内容・その ② ① ①
のゲストティーチャーの話から，い 職業を選んだ理由・やりがい・苦労・ ②
ろいろな職業や生き方があること 人とのかかわり・働くとはどういうこ

で や，社会生活においてそれぞれの役 とかについて，インタビューをする。
割を果たしていること，相手の立場 ・インタビューした内容をグループで話 ①
に立って考えて行動していることが し合う。

あ 分かる。 ・ゲストティーチャーの話を聞く。（家 ② ① ①
族へのインタビュー内容についても， ②
ゲストティーチャーの立場から話を聞

う く。）
・家族やゲストティーチャーの話から， ② ① ①
いろいろな職業や生き方，役割，相手 ②
の立場に立って行動することについて
考えたことをまとめ，グループごとに
話し合う。

23～32 ○なりたい職業について調べ，実現す ・インターネットや本，インタビューな ①
るためにはどうしたらよいのかが分 どの方法を使い，なりたい職業につい
かる。 て調べる。

・仕事の内容や仕事につくための進路や ① ②
ふ 資格について調べ，工夫してまとめる。 ②

33～42 ○職業体験を通して，いろいろな職業 ・キッザニアで職業体験をし，仕事の内 ② ① ①
があることや，社会生活にはいろい 容・やりがい・苦労・今までの学習を ②

か ろな役割があること，相手の立場に 生かしたこと・人とのかかわり・学ん
立って考えて行動していることが分 だことについて自分の考えをまとめ，
かる。 グループで話し合う。

め 43～52 ○職場体験を通して，いろいろな職業 ・職場体験をし，職場の印象・担当した ② ① ①
や生き方があることや，社会生活に 仕事内容・やりがい・苦労・今までの ②
おいてそれぞれの役割を果たしてい 学習を生かしたこと・人とのかかわり

る ること，相手の立場に立って考えて ・学んだことについて自分の考えをま
行動していることが分かる。 とめ，グループで話し合う。

53～54 ○職業についての話や職場体験等を通 ・社会・職業生活と学校生活との関連に ②
本時 し，学校で学ぶことと社会・職業生 ついて話し合い，今しなければならな
(1/2) 活との関連や，今しなければならな いことを考える。

いことが分かる。
55～75 ○なりたい職業に就くための計画をま ・なりたい職業に就くための計画をまと ②

ふ とめ，実現させるために自ら課題を める。
考えることができる。 ・計画を実現するための生活や学習上の ②

り 課題を見つけ，具体的な解決法を考え，
取り組む。

か ・これまで学習してきたことやこれから ② ①
の計画を自分なりに工夫してまとめ，

え 発表し合う。
・友達の発表を参考にして自分の計画や ② ②

る 課題をもう一度見つめ直し，加除修正
する。

キャリア教育の視点 １人間関係形成能力，２情報活用能力，３将来設計能力，４意思決定能力
（かかわる力） （見つける力） （えがく力） （もとめる力）

５ 本時の活動（５３／７５）
(1) ねらい
○ 職業についての話や職場体験等を通し，学校で学ぶことと社会・職業生活との関連について理解
することができる。
＜キャリア教育の視点＞

２－② 職業についての話や職場体験等を通し，学校で学ぶことと社会・職業生活との関連や，今
しなければならないことが分かる。

(2) 本校の学校目標との関連
「自ら学び自ら考える」という学習面での学校教育目標に対して，以下のような学習指導の具体的

な工夫を行う。
・ 見通しをもって話し合いに参加できるようにするとともに，主体的に話し合える場を工夫して

自ら学ぶ意欲を育てる。
(3) 準備・資料

・課題文 ・四つの力の提示カード ・考え記入用カード ・掲示用話し合いの流れ
・ワークシート ・発表用模造紙



(4) 展 開

学習活動・内容 教師の支援・評価

１ 本時の課題を確認する。 ・ 四つの力の中で，本時において重視する力
は，「見つける力」（情報活用能力）であるこ

今までの学習をもとに，働く上で大切なこと とを確認する。
と学校で学んでいることのかかわりを考えよう。 ・ 家族やＧＴへのインタビュー，職業体験や

職場体験など様々な体験活動を振り返り，本
時の学習課題を確認する。

２ 今までの学習や体験を通して，働く上で大切な ・ 話し合いの流れについて具体物を使って説
こととは何かをグループで話し合う。 明し，計画的に話し合えるようにしていく。
(1) 自分で大切だと思うことを，カードに書き出 ◇ グループでの話し合いが深まるよう３～４
す。(１枚のカードに一つの考えを記入する。 人でグループを構成する。
できるだけ多くの考えを出す。) ・ 各グループ毎に学習リーダーとなれる児童

(2) １人目の発表者 が配属されるよう，グループ構成を意図的に
は，カードを机上 行う。
に並べ，考えの理 ・ 自分の考えをカードに記入する際には，短
由を示しながらカ い言葉で記入するよう助言する。
ードの内容を説明していく。 ◎ 自分の考えがまとまらない児童には，既習

(3) １人目の説明が終わったら，２人目が１人目 のワークシートに戻り，考えを整理させる。
と同様に，考えの ◇ 自分の考えを説明する際には，考えの理由
理由を示しなが をできるだけ具体的に示せるよう助言する。
ら，カードの内容 ◇ 友達と同じ考えであっても，考えの理由は
を説明していく。 自分の立場から必ず説明するよう確認する。
（１人目と同様な ◇ 社会・職業生活と学校で学ぶことの関連に
内容は，１人目のカードの上に重ねていくよう 気付きやすくするために，「Ａ自分がすること」
にする。これをグループ全員が行う。） ＝学習・生活における自立「Ｂ人に対してす

(4) 出揃ったカードを，グループで話し合い，「Ａ ること」＝集団生活の中での人とのかかわり
自分がすること」「Ｂ人に対してすること（か に分け，学校生活をイメージさせやすくする。
かわりかた）」の二つに類型化していく。 ◎ ATは，自分の考えをまとめたり，記入した
Ａ 自分がすること Ｂ 人に対してするこ りすることが難しい児童や，自分の考えを説
話をよく聞く と（かかわり方） 明することが難しい児童に寄り添い，課題を
やり遂げる あいさつ 解決できるよう支援する。
責任を果たす 言葉づかい ◎ 類型化する際には，大きく「Ａ自分がする
正確に行う 笑顔 こと」「Ｂ人に対してすること」の二つに分け
がまんする やさしく接する るが，進行が早いグループには，Ａ・Ｂの中
体力を付ける 相手の気持ちを考え でさらに細かく類型化してみることを助言す
知識を備えている る る。

(5) 類型化したものを，模造紙に貼る。

３ グループでの話し合いの結果を全体に発表す ・ 発表する際には，模造紙を発表資料として
る。 活用することを確認する。

４ 全グループの結果を踏まえ，働く上で大切なこ ◇ かかわりについて，考えをまとめる際には，
とと学校で学んでいることのかかわりについて考 児童に考える視点をもちやすくするよう「働
える。 く上で大切なことは，学校で学んでいること

働く上で大切なことと学校で学んでいること （ ）。」の（ ）に入る言葉を考え
は，どのようなかかわりがあるだろうか？ させ，自分の考えをもたせる。
・ 働く上で大切なことは，学校で学んでいる ◎ かかわりについて，考えをまとめることが難

ことと同じである。 しい児童には，働く上で大切なことを学校生活
・ 働く上で大切なことは，学校で学んでいる に具体的に当てはめて考えさせ，かかわりにつ
ことがもとになっている。 いてつかませる。

・ 働く上で大切なことと，学校で学んでいる
ことは結び付いていることに気付かせ，今の
自分たちの学びは，将来につながっているこ
とを確認する。

５ 働く上で大切なことと学校生活とのかかわりに ☆ 職業についての話や職業体験等を通し，学
ついて，分かったことと考えたことをまとめる。 校で学ぶことと社会・職業生活との関連につ

いて理解することができたか。
２－②（発表・ワークシート）２

６ 本時の学習内容を振り返り，次時の学習内容を ・ 自分の夢を実現させるために，今しなけれ
知る。 ばならないことについて考えていくことを告

げ，次時以降の意欲を高める。

◇学びの質を高める工夫 ◎個への対応 ☆評価の観点

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（AB･･は個人の考えを示す）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

（ は２人目のカードを示す）


